乞食者詠二首―「片山」を中心として― by 藤原, 泉
や
さ
に
時
に
さ
を
鹿
の
弓
序
乞
食
者
詠
二
首
ー
「
片
山」
乞
食
者
が
詠
ふ
歌
二
首
A
a
い
と
こ
汝
背
の
君
居
り
居
り
て
物
に
い
行
く
と
は
韓
国
の
虎
と
い
ふ
神
を
生
け
捕
り
に
八
つ
捕
り
持
ち
来
そ
の
皮
を
姪
に
刺
し
八
重
盛
平
群
の
山
に
四
月
と
五
月
と
の
間
に
薬
猟
仕
ふ
る
時
に
足
引
乃
此
片
山
が
二
つ
立
つ
牒
が
本
に
梓
八
つ
手
挟
み
ひ
め
鏑
八
つ
手
挟
み
我
が
居
る
b
た
ち
ま
ち
に
来
立
ち
嘆
か
く
我
れ
は
死
ぬ
ぺ
し
大
君
に
我
は
仕
へ
む
は
み
笠
の
は
や
し
我
が
耳
は
み
扱
対
我
が
目
ら
は
の
鏡
我
が
爪
は
み
弓
の
弓
邪
我
が
毛
ら
は
み
箪
は
や
し
が
皮
は
み
箱
の
皮
に
我
が
肉
は
み
胞
は
や
し
我
が
肝
も
み
拾
は
や
し
我
が
み
げ
は
み
塩
の
は
や
し
老
い
た
る
奴
我
が
身
ー
つ
に
七
韮
花
咲
く
八
煎
花
咲
く
と
113
し
は
や
さ
に
廊
待
っ
と
を
中
心
と
し
て
ー
巾｀
し
は 我
ま
す
み
我
が
角
も
琴
弾
き
と
J
しJ
えと
笛
吹
き
と
B
お
し
て
る
ゃ
大
君
召
す
と
右
の
歌一
首
は 、
鹿
の
た
め
に
痛
み
を
述
ぺ
て
作
る 。(16
三
八
八
五）
隔
り
て
居
る
明
け
く
今
B
今
B
と
我
を
召
す
ら
め
ゃ
か
も
か
く
も
諜
波
の
小
江
に
何
せ
む
に
我
を
召
す
ら
め
ゃ
歌
人
と
藤
直
作
り
原
（
三
八
八
六）
珠
蟹
を
我
が
知
る
我
を
召
す
ら
め
命
受
け
む
と
我
を
召
す
ら
め
や
飛
烏
に
至
り
似
く
と
も
骰
勿
に
至
り
都
久
野
に
至
り
束
の
中
の
御
門
ゆ
参
入
り
来
て
れ
ば
馬
に
こ
そ
ふ
も
だ
し
か
く
も
の
牛
に
こ
そ
鼻
細
は
く
れ
t2
 
足
引
乃
此
片
山
乃
も
む
桧
を
五
百
枝
倒
き
垂
れ
天
照
る
ゃ
日
の
異
に
干
し
さ
ひ
づ
る
や
韓
臼
に
拍
き
庭
に
立
つ
手
臼
に
掲
き
お
し
て
る
や
難
波
の
小
江
の
初
垂
を
か
ら
く
垂
れ
来
て
陶
人
の
作
れ
る
瓶
を
今
日
行
き
て
明
日
取
り
持
ち
来
我
が
目
ら
に
塩
途
り
た
ま
ひ
腋
ひ
は
や
す
も
膝
ひ
は
や
す
も
右
の
歌一
首
は 、
焚
の
た
め
に
利
み
を
述
ぺ
て
作
る 。
つ
か
ね
ど
命
受
く
泉
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右
の
「
乞
食
者
詠
二
首」
に
は、
A
B
二
首
に
共
通
す
る
特
徴
的
な
表
現
氾
T)
が
ー
つ
あ
る。
「
足
引
乃
此
片
山」
が
そ
れ
で
（
傍
線
部
イ、
口、
以
下
傍
線
部
は
全
て
原
文
表
記
と
す
る）、
一
首
目
で
は、
平
群
の
山
の
薬
猟
で
弓
を
構
え
て
庇
を
待
ち
受
け
る
場
所
と
し
て
う
た
わ
れ、
一
方、
二
首
目
で
は
蟹
の
膳
製
造
に
必
要
な
岡
味
科
と
な
る、
も
む
桧
の
木
の
所
在
地
と
し
て
う
た
い
込
ま
れ
て
い
る。
こ
の
表
現
は
万
菜
集
以
外
の
文
献
で
は、
顕
宗
天
皇
即
位
前
紀
の
室
柑
歌
に
あ
り、
し
か
も
A
同
様、
廊
が
出
現
す
る
楊
所
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る。
,.
C
C
築
き
立
つ
る
稚
室
葛
根、
槃
き
立
つ
る
柱
は、
此
の
家
長
の
御
心
の
鋲
な
り。
取
り
駐
ぐ
る
棟
梁
は、
此
の
家
長
の
御
心
の
林
な
り。
取
り
俯
け
る
橡
棟
は、
此
の
家
長
の
御
心
の
齊
な
り。
取
り
霞
け
る
揺
荏
は、
此
の
家
長
の
御
心
の
平
な
る
な
り。
取
り
結
へ
る
縄
葛
は、
此
の
家
長
の
街
稲
の
翌
な
り。
取
り
荘
け
る
草
葉
は、
此
の
家
長
の
御
富
の
餘
な
り。
d
出
唸
は
新
墾、
新
墾
の
十
握
稲
を、
浅
売
に
醸
め
る
酒、
美
に
を
，
飲
喫
ふ
る
か
わ。
吾
が
子
等。
脚
B
木
此
傍
山、
牡
廊
の
角
昂
げ
て
吾
が
隣
す
れ
ば、
旨
酒
餌
香
の
市
に
直
以
て
買
は
ぬ。
手
掌
．
も
謬
亮
に
拍
ち
上
げ
腸
ひ
つ、
吾
が
常
世
等。
．
「
足
引
乃
此
片
山」
は、
万
菜
集
の
「
乞
食
者
詠
二
首」
の
A
B
に
そ
れ
ぞ
れ一
回
ず
つ、
顕
宗
天
且
即
位
前
紀
の
室
括
歌
に一
回
う
た
わ
れ
る。
そ
れ
ら
三
例
を
見
れ
ば、
「
足
引
乃
此
片
山」
と
い
う
二
句
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
由
来
と
場
を
示
す
大
切
な
も
の
で、
必
ず
う
た
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
片
山
か
っ
た
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
ま
た、
寿
洞
と
さ
れ
る
室
柑
歌
で
は、
「
脚
日
木
此
傍
山」
で
施
の
翔
を
す
る
こ
と
が、
手
作
り
の
酒
を
批
煎
な
も
の
に
変
え
る
と
う
た
う。
そ
れ
に
対
し
て、
「
乞
食
者
詠」
の
第一
首
A
も、
「
足
引
乃
此
片
山」
が
鹿
が
現
れ
て
大
君
に
寿
ぎ
の
酋
薬
を
招
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た。
「
片
山」
に
お
け
る
鹿
の
寿
福、
奉
仕
と
い
う
こ
と
が
古
代
に
は
あ
っ
た
ら
し
い。
そ
の
寿
福
の
言
業
の
一
っ
に
「
足
引
乃
此
片
山」
が
あ
り、
乞
食
者
の
歌
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
仕ih
2)
う
か。
「
代
匠
記
j
以
来、
室
甜
歌
に
同
様
の
詞章
（「
脚
日
木
此
傍
山」）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら、
そ
の
中
の
「
片
山」
と
い
う
土
地
そ
の
も
の
の
意
味
を
究
明
し
た
論
は
見
当
た
ら
な
い。
本
稿
は
以
下、
「
足
引
乃
此
片
山」
を
寿
福
の
言
葉
の
一
形
式
と
い
う
考
え
を
踏
ま
え
な
が
ら、
「
片
山」
と
い
う
土
地
の
も
つ
意
味
や、
当
面
の
歌
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い。
「
片
山」
が
土
地
の
名
を
表
す
固
有
名
桐
か、
土
地
の
形
状
を
い
う
将
通
名
詞
か
は、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
楊
合
が
多
い。
「
時
代
別
国
語
大
辞
典』
（
上
代
編）
に
よ
れ
ば、
「一
方
に
領
斜
面
を
見
せ
て
い
る
山、
ま
た
は一
方
が
山
で
他
方
が
開
け
て
い
る
地
形
の、
山
の
側
を
い
う。」
と
あ
り、
同
様
の
形
状
を
し
た
も
の
に
「
片
岡」
を
挙
げ
て
い
る。
文
献
に
見
出
せ
る
「
片
山」
が
必
ず
し
も
地
名
で
な
く、
地
形
の
表
現
で
あ
っ
た
可
能
性
も
強
い。
従
っ
て、
地
名
か
否
か
を
別
と
し
て、
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
「
片
山」
•
 9、
I-
1
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（
あ
る
い
は、
「
片
岡」、
「
片
岡
山」
な
ど）
の
す
べ
て
を
網
羅
的
に
考
察
の
対
象
に
し
た
い
。
万
菜
集
中
の
「
片
山」
は、
当
面
の
歌
の
他
に
次
の
四
例
が
あ
る。
m
片
岡
の
こ
の
向
つ
峠
に
椎
蒔
か
ば
今
年
の
夏
の
松
に
な
ら
む
か
(
7
1
0
九
九、
雑
歌）
③
子
ら
が
名
に
懸
け
の
よ
ろ
し
き
朝
要
の
片
山
木
之
に
霞
た
な
ぴ
＜
（
10
-
八
一
八、
春
雑
歌）
③
あ
し
ひ
き
の
片
山
雉
立
ち
行
か
む
君
に
後
れ
て
う
つ
し
け
め
や
も
(
12
三
二
l
o、
悲
別
歌）
④
我
が
門
の
片
山
椿
ま
こ
と
汝
れ
我
が
手
触
れ
な
な
地
に
落
ち
も
か
も
(
20
四
四
一
八、
防
人
歌）
こ
れ
ら
は
全
て
短
歌
で
あ
り、
当
然
「
足
引
乃
此
片
山」
と
い
う
表
現
で
は
あ
ら
わ
れ
に
く
く
な
る。
ま
た、
「
此
片
山」
と
い
う
形
も
な
く、
②
③
④
な
ど
で
は
「
片
山」
が
独
立
し
て
お
ら
ず、
他
の
語
と
結
合
し
て
ひ
と
つ
•
し
の
首
薬
と
な
っ
て
い
る
（「
片
山
崖」、
「
片
山
雉」、
「
片
山
椿」）
。
い
ず
れ
に
し
て
も、
長
歌
の
中
で
「
足
引
乃
此
片
山」
と
一
っ
づ
き
の
表
現
で
う
た
わ
れ
る
当
面
の
歌
と
は
異
質
な
用
い
ら
れ
方
で
あ
る
と
い
え
る。
土
地
名
が
わ
か
る
も
の
は
m
②
で
あ
る。
m
に
つ
い
て
は、
甜
注
こ
ぞ
っ
て
奈
良
県
葛
上
郡
王
寺
町、
香
芝
町
付
近
の
丘
陵一
帯
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「
注
釈」
な
ど）
0
③
は
金
剛
山
況
に
な
る。
①
と
②
は
同
じ
土
地
で
は
な
い
が、
大
和
と
河
内
の
境
に
位
置
す
る
点
で
は
共
通
し
て
お
り、
当
面
の
歌
の
平
群
の
「
片
山」
に
も
通
じ
て
く
る
と
い
え
る。
次
に
「
片
山」
の
意
味
を
み
て
み
る
と、
③
の
「
片
山
崖」
な
ど
か
ら、
一
方
が
山
で
他
方
が
傾
斜
面
を
み
せ
て
い
る
地
形
が
想
像
さ
れ、
こ
ち
ら
側
と
む
こ
う
捐
と
の
境
を
な
し
て
い
る
感
が
あ
る。
⑥
の
場
合
も
「
片
山
に
ゐ
る
雉
が
飛
ぴ
立
っ
て
ゆ
く
や
う
に、
旅
立
た
れ
る
君
に
あ
と
に
残
さ
れ
て」
（「
注
釈」）
と
あ
る
よ
う
に、
「
片
山」
の
向
こ
う
側
は
見
え
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら、
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
感
じ
は
否
め
な
い。
ま
た、
い
の
歌
意
は
悲
別
歌
で
あ
る
か
ら、
⑥
と
同
様
に
別
れ
を
連
想
さ
せ
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が、
そ
の
土
地
の
も
つ
意
味
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
点、
m
の
「
片
岡
J
に
は
内
容
的
に
特
徴
が
み
ら
れ
る。
す
な
わ
ち、
蒔
い
た
枇
が
夏
ま
で
に
蔭
を
つ
く
る
と
う
た
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る。
生
命
に
対
し
て
神
秘
な
ま
で
成
長
を
促
す
土
地
柄
が
想
像
さ
れ
る。
こ
れ
は
同
じ
万
漿
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
「
片
山」
の
意
味
と
し
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
「
片
山」
は
前
述
し
た
室
稲
歌
の
他
に、
記
紀
に
は
五
例
を
数
え
る。
そ
の
う
ち
の
三
例
が、
「
片
丘
馬
坂
陵」
と
「
傍
丘
盤
杯
丘
陵」
と
で、
前
者
が
孝
盆
天
皇
陵、
後
者
が
顕
宗
天
星
陵
と
武
烈
天
皇
陵
と
さ
れ
る。
祠
慕
要
邑
（
日
本
古
典
大
系
「
日
本
柑
紀」
所
引）
に
よ
れ
ば、
前
者
が
奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
（
吉
田
束
伍
「
大
日
本
地
名
辞
柑
j
に
も、
「
今
王
寺
村
馬
背
坂
の
束
に
在
り」
と
あ
る）、
後
者
が
奈
良
県
北
葛
城
祁
香
芝
町
で
あ
る。
い
ず
れ
も
大
和
と
河
内
と
の
間
に
あ
る
生
駒
葛
城
山
系
の
大
和
側
に
あ
た
り、
五
例
中
三
例
が
天
良
の
陵
が
設
け
ら
れ
た
土
地
で
あ
る。
次
の
例
は
緩
梢
天
皇
即
位
前
紀
に
あ
る。
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冬
十一
月
に，・
山
陵
の
事
畢
る
に
至
り
て、
乃
ち
弓
部
稚
彦
を
し
て
弓
を
造
ら
し
め、
倭
鍛
部
天
津
奨
補
を
し
て
奨
府
の
鏃
を
造
ら
し
め、
矢
部
を
し
て
箭
を
作
が
し
む。
弓
矢
既
に
成
り
ぬ
る
に
及
り
て、
神
浮
名
川
耳
涼、
以
て
手
研
耳
命
を
射
殺
さ
む
と
欲
す。
合、
手
研
耳
命、
片
丘
の
大
容
の
中
に
有
し
て、
狛
大
林
に
臥
し
ま
す。
神
武
天
皇
の
死
後、
二
人
の
庶
弟
を
害
そ
う
と
し
た
手
研
耳
命
は、
そ
の
庶
弟
た
ち
が
逆
に
自
分
を
射
殺
そ
う
と
し
て
い
る
と
も
知
ら
ず、
「
片
丘」
＇
の
地
下
穴
で
唯
ひ
と
り．「
臥」
し
て
い
た
と
い
う。
山
陵
が
終
わ
っ
た
匝
後、
後
継
者
も
定
ま
ら
ぬ
時
に、
ひ
と
り
地
中
に
「
臥」
し
た
と
い
う
手
研
耳
命
の
行
動
は、
異
様
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い。
し
か
し、
こ
の
場
合、
手
研
耳
命
の
第一
段
の
目
的
が
庶
弟
を
害
す
る
こ
と
で
は
な
く、
天
島
の
位
に
つ
く
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
應
す
る
と、
「
片
丘
」
は
そ
の
目
的
に
沿
う
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か、
と
推
察
で
き
る。
つ
ま
り、
天
皇
盤
の
ご
と
き
も
の
を
弁
に
付がば
さ
せ
る
た
め
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば、
そ
の
異
様
さ
を
払
拭
で
き
る
の
で
あ
る。
手
研
耳
命
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
っ
て、
神
代
紀
（
下）
の
天
稚
彦
の
場
合
も、
仰
臥
の
最
中
に
射
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
ど、
ほ
ぼ
同
じ
話
に
な
っ
て
い
る。
·
其
の
矢
落
ち
下
り
て、
則
ち
天
稚
彦
が
胸
上
に
中
ち
ぬ。
時
に、
天
稚
彦、
新
密
し
て
休
臥
せ
る
時
な
り。
矢
に
中
り
て
立
に
死
ぬ。
「
臥」
し
た
状
態
で
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
の
は
右
の
二
つ
の
記
事
に
限
っ
て
み
ら
れ
る。
手
研
耳
命
の
場
合
も
天
稚
彦
同
様、
「
新
密
」
（
大
密）
の
ご
と
き
祭
儀
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か。
こ
の
「
片
岡
」
は
前
掲
の
孝
盆
天
皇
陵
と
同
じ
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
吉
田
束
伍
霊謀訓
大
日
本
地
名
辞
愈」
の
「
片
岡」
（
今
王
寺
村
志
都
美
村
上
牧
村
等
の
地
を
云
ふ）
の
条
に、
こ
の
例
が
引
か
れ
て
い
る）o
．
残
る
例
は
推
古
紀
の、
地
の
文
と
歌
話
中
に
「
片
岡」、
「
片
岡
山」
と
し
て
二
回
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る。
二
十一
年・・
十
二
月
の
庚
午
の
朔
に、
皇
太
子、
射剛
に
遊
行
で
ま
す。
時
に
飢
者、
道
の
垂
に
臥
せ
り。
伯
り
て
姓
名
を
問
ひ
た
ま
ふ。
而
る
に
言
さ
ず。
畠
太
子、
視
し
て
飲
食
具
へ
た
ま
ふ。
即
ち
衣
裳
を
脱
き
た
ま
ひ
て、
飢
者
に
覆
ひ
て
言
は
く、
「
安
に
臥
せ
れ」
と
の
た
ま
ふ。
則
ち
歌
ひ
て
日
は
く、
し
な
て
る
箇
多
烏
箇
夜
庶
に
飯
に
飢
て
臥
せ
る
そ
の
旅
人
あ
は
れ
親
無
し
に
汝
生
り
け
め
や
さ
す
竹
の
君
は
や
無
き
飯
に
飢
て
臥
せ
る
そ
の
旅
人
あ
は
れ
と
の
た
ま
ふ。
辛
未
に、
皇
太
子、
使
を
迅
し
て
飢
者
を
視
し
め
た
ま
ふ。
使
者
還
り
来
て
曰
さ
く、
「
飢
者、
既
に
死
り
ぬ」
と
ま
う
す。
妥
に
皇
太
子、
大
き
に
悲
し
ぴ
た
ま
ふ。
則
ち
因
り
て
霜
の
慮
に
葬
め
埋
ま
し
む。
墓
固
封
む。
敷
日
之
後、
皇
太
子、
近
く
習
る
者
を
召
し
て、
開
り
て
日
は
く、
「
先
の
日
に
逍
に
臥
し
て
飢
者、
其
れ
凡
人
に
非
じ。
必
ず
浜
人
な
ら
む」
と
の
り
た
ま
ひ
て、
使
を
迅
し
て
視
し
む。
是
に、
使
者、
遠
り
来
て
日
さ
く、
「
裟
所
に
到
り
て
視
れ
ば、
封
め
泄
み
し
と
こ
ろ
動
か
ず。
乃
ち
閲
き
て
見
れ
ば、
屍
骨
既
に
空
し
く
な
り
た
り。
唯
だ
衣
服
を
の
み
盛
み
て
棺
の
上
に
囮
け
り」
と
ま
う
す。
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乞
食
者
詠
第
一
首
A
に
は
「
平
群
の
山」
で
の
「
渫
猟」
が
う
た
わ
れ
て
い
る 。
そ
し
て
薬
猟
の
中
心
の
場
が
「
片
山」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る 。
し
か
し 、
平
群
の
山
で
薬
猟
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
事
は 、
他
の
文
献
に
皆
無
で 、
唯一
、
当
而
の
歌
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る 。
十
九
年
の
夏
五
月
の
五
日
に 、
菟
田
野
に
11
す 。
弟
嗚
時
を
取
り
て 、
藤
原
池
の
上
に
集
ふ 。
會
明
を
以
て
乃
ち
往
く 。
粟
田
細
目
臣
を
前
の
部
額
と
す 。
額
田
部
比
羅
夫
連
を
後
の
部
領
と
す 。
是
の
日
に 、
諾
臣
の
服
の
色 、
皆
冠
の
色
に
随
ふ
。
各
僭
花
溶
せ
り 。
則
ち
大
徳
・
小
徳
は
並
に
金
を
用
ゐ
る 。
大
仁
・
小
仁
は
約
の
尾
を
用
ゐ
る 。
大
禍
薬
猟
是
に 、
皇
太
子 、
復
使
者
を
返
し
て 、
其
の
衣
を
取
ら
し
め
た
ま
ふ 。
常
の
如
く
且
服
る 。
時
の
人 、
大
き
に
異
ぴ
て
曰
は
く 、
「
堅
の
型
を
知
る
こ
と 、
其
れ
貨
な
る
か
な」
と
い
ひ
て 、
進
恨
る 。
こ
の
「
片
岡」
は
聖
徳
太
子
が
遊
行
し
た
土
地
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り 、
そ
こ
で
は
太
子
の
飢
者
へ
の
救
済
（
衣
食
・
歌） 、
飢
者
の
蘇
生
の
奇
跡
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る 。
そ
し
て 、
こ
の
場
合
も
や
は
り
こ
れ
ま
で
の
例
と
同
様
に
王
寺
町
を
鐸
台
と
し
て
い
る 。
こ
う
し
て 、
記
紀
を
見
る
限
り 、
「
片
山」
は
現
在
の
王
寺
町
・
香
芝
町
の
あ
た
り
に
集
中
し
て
お
り 、
天
皇
裳
の
付
箔
を
は
か
っ
た
り 、
天
皇
の
陵
袋
が
股
け
ら
れ
た
神
型
な
土
地
と
し
て 、
人
々
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ 、
型
徳
太
子
の
巡
幸
や
飢
者
の
蘇
生
じ(3)
諒
な
ど
の
索
地
を
も
と
も
と
偏
え
て
い
た
場
所
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
り
以
下
は
鳥
の
尾
を
用
ゐ
る 。
（
推
古
紀）
二
十
年・・・
夏
五
月
の
五
日
に 、
薬
猟
し
て 、
羽
田
に
集
ひ
て 、
相
述
き
て
朝
に
参
趣
く 。
其
の
装
束 、
菟
田
の
狐
の
如
し 。
（
推
古
紀）
二
十
二
年
の
夏
五
月
の
五
日
に 、
薬
猟
す 。
（
推
古
紀）
七
年
：・
五
月
五
日
に 、
天
良 、
蒲
生
野
に
縦
猟
し
た
ま
ふ
。
時
に 、
大
皇
弟
・
甜
王
・
内
臣
及
ぴ
群
臣 、
皆
悉
に
従
な
り 。
（
天
智
紀
）
八
年
：・
夏
五
月
の
戊
寅
の
朔
壬
午
に 、
天
皇 、
山
科
野
に
縦
狐
し
た
ま
ふ
。
大
良
弟
•
藤
原
内
大
臣
及
ぴ
群
臣 、
皆
悉
に
従
に
つ
か
へ
ま
つ
る 。
（
天
智
紀
）
天
良 、
補
生
野
に
遊
福
し
た
ま
ふ
時
に 、
額
田
王
が
作
る
歌
（
万
菜
集
1
二
0 、
姐
詞）
・・・
平
群
の
山
に
四
月
と
五
月
と
の
間
に
薬
磁・
・・
（
万
紫
集
16-＿＿
八
八
五 、
歌
中）
右
が
薬
猟
の
記
事
の
全
て
で
あ
る 。
当
面
の
歌
に
あ
る
平
群
の
山
の
薬
猟
は 、
史
実
と
し
て
は
日
本
世
紀
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
じ
薬
猟
の
折
の
歌
を
伝
え
る
巻
一
の
二
0 、
ニ
一
番
歌
が 、
天
智
紀
七
年
の
こ
と
と
し
て
記
戟
が
あ
る
の
に
比
ぺ 、
そ
れ
は
異
質
な
伝
来
を
思
わ
せ
る 。．
仮
に
史
租
の
記
載
に
も
れ
た
と
し
て
も 、
万
業
集
の
他
の
箇
所
に
蒲
生
野
の
歌
同
様 、
例
え
ば 、
「
雑
歌」
の
部
立
に
「
天
皇
薬
瞑
平
群
時」．
の
ご
と
き
阻
詞
を
有
し
て 、
歌
が
残
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が 、
実
際
に
は・「
有
由
縁
井
雑
歌
」
と
い
う
部
立
の
も
と 、
「
乞
食
者
詠
二
首」
の
姐
詞
で 、
歌
中
に
「
薬
猟」
は
う
た
い
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
そ
の
背
係
は 、
一
体
何
だ
っ
た
の
か 。
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考
え
ら
れ
る
の
は、
当
面
の
平
群
の
山
の
薬
猟
が、
万
菜
の
時
代
の
史
実
で
は
な
く、
も
っ
と
古
い
時
代
の
天
且
に
関
わ
る
事
跡
で、
そ
れ
が
乞
食
者
に
関
わ
り
な
が
ら
伝
来
し
た、
と
い
う
推
測
で
あ
る。
「
薬
猟
J
と
い
う一
大
行
事
が
題
詞
に
は
な
く、
歌
の
中
に
あ
る
の
は、
蒲
生
野
の
歌
の
よ
う
な
現
在
の
薬
猟
の
歌
で
は
な
く、
「
乞
食
者
詠
二
首」
の
薬
猟
が、
過
去
の
事
跡
と
し
て
う
た
わ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る。
'
薬
猟
が
本
来
天
岳
主
催
の
大
々
的
な
宮
廷
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
は、
前
褐
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う。
そ
し
て、
当
面
の
薬
猟
も
「
梓
弓
八
つ
手
挟
み
ひ
め
鏑
八
つ
手
挟
み」、
「
大
君
に
我
は
仕
へ
む」
な
ど
の
歌
の
言
葉
に
沼
目
す
れ
ば、
や
は
り
公
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
し
か
し、
こ
れ
は
事
実
を
う
た
っ
た
も
の
と
考
え
る
わ
け
で
は
な
い。
あ
く
ま
で
も
歌
の
上
で
そ
う
う
た
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
あ
る）。
と
す
れ
ぱ、
逆
に
乞
食
者
が、
庇
と
歴
の
大
君
へ
の
寿
ぎ
を
寿
歌
に
仕
立
て
る
際
に、
効
果
を
狙
っ
て
あ
え
て
薬
猟
を
介
在
さ
せ
た
跡
が
ほ
の
見
え
て
く
る。
つ
ま
り、
平
群
の
山
の
薬
猟
と
い
う
史
英
に
な
い
事
跡
が、
「
乞
食
者」
の
歌
に
の
み
伝
わ
っ
た
そ
の
根
本
に、
薬
猟
が
大
君
主
催
の
宮
廷
行
事
で
あ
る
事
実
が
あ
り、
光
栄
に
も
そ
の
お
伴
の
役
に
あ
ず
か
っ
た
た
め
に、
こ
の
よ
う
に
・
め
で
た
い
言
業
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
だ、
と
し
て
寿
歌
を
仕
立
て
る
横
．
縁
を
得
た
と
み
る
の
で
あ
る。
．
゜
．
厳
密
に
「
薬
猟」
と
名
付
け
ら
れ
た
猟
だ
け
を
み
る
と、
天
智
朝
の
場
合
仁
は
B
縦
孤」、
「
遊
猿」
と
なっ
て
お
り、
こ
れ
が
推
古
朝
に
限
ら
れ
た
名
゜
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
「
乞
食
者
詠」
の
歌
に
は
「
薬
猿」
と
明
確
に
平
群
の
山
は
生
駒
山
系
に
応
し
て
い
る。
こ
の
山
系
は
神
代
に
天
孫
が
日
向
に
天
降っ
た
の
に
対
し、
梱
王
餡
速
日
命
が
天
磐
船
に
乗
っ
て
天
降
り
国
四
平
群
の
山
用
い
ら
れ
て
い
る。
そ
の
こ
と
か
ら、
当
面
の
平
群
の
山
の
薬
猟
も
椛
古
朝
の
こ
と
と
し
て
う
た
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か、
と
い
う
推
察
が
生
ま
れ
る。
誰
古
紀
に
お
け
る
薬
猟
を
み
る
と、
二
十一
年
を
除
く、
十
九
年
よ
り
二
十
二
年
ま
で、
侮
年
五
月
五
日
に
行
わ
れ
て
い
て、
四
年
の
間
に
「
薬
猟」
の
記
事
が
集
中
す
る。
そ
し
て
二
十一
年
の
記
事
に
は
先
に
挙
げ
た
型
徳
太
子
の
「
片
岡」
遊
行
が
あ
る。
こ
れ
は、
記
紀
に
あ
ら
わ
れ
た
他
の
「
片
山」
の
四
例
と
も
ど
も、
さ
ら
に
は
前
掲
の
万
葉
歌
71
0
九
九
番
歌
の
例
も、．
と
も
に
「
平
群
の
山」
に
近
接
す
る
土
地
を
指
し
て
い
る。
し
た
が
っ
て、
当
面
の
歌
に
う
た
わ
れ
た
「
片
山」
が、
そ
れ
ら
と
同
じ
楊
を
背
保
と
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る。
室
稲
歌
も、
「
傍
山」
を
歌
中
に
も
つ
も
の
と
し
て、
当
面
の
歌
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
示
し
て
い
た。
「
片
岡」
遊
行
の
記
事
に
お
い
て
も、
太
子
の
歌
に
「
片
岡
山」
が
う
た
わ
れ
て
お
り、
こ
れ
な
ど
は
歌
謡
と
い
う
こ
と
を
考
慇
す
る
と、
当
而
の
歌
の
背
果
に
こ
と
さ
ら
汲
い
彩
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
．
「
片
山」
が
「
乞
食
者」
に
よ
っ
て
「
薬
猟」
と
い
う
行
事
の
中
心
と
し
て
う
た
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば、
今
度
は
「
平
群
の
山」
に
お
け
る
「
薬
猟」
の
意
味
を
経
ね
た
く
な
る。
「
平
群
の
山」
が
古
代
ど
の
よ
う
な
土
地
で
あ
っ
た
の
か
を、
以
下
に
み
て
い
き
た
い。
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図
の
ま
ほ
ら
ま
全
け
む
人
は
保
服
昏
華
に
挿
せ
此
の
子
是
を
思
邦
歌
と
囮
ふ
。
（
保
行
紀）
初
め
大
后 、
日
下
に
坐
し
し
時 、
日
下
の
直
越
の
道
よ
り 、
河
内
に
幸
行
で
ま
し
さ 。
爾
に
山
の
上
に
登
り
て
殴
の
内
を
照
け
た
ま
へ
ば・・・
…
是
を
以
ち
て
宮
に
遠
り
上
り
坐
す
時
に 、
其
の
山
の
坂
の
上
に
行
き
倭
し
OO
し
白
樅
が
枝
を
見
し
た
と
伝
わ
る
と
こ
ろ
で 、
神
武
朝
に
お
い
て
も 、
神
武
の
大
和
入
り
を
天
神
の
御
子
の
天
降
り
と
み
て
饒
速
日
命
が
追
っ
て
天
降
っ
た
と
あ
る 。
そ
．
の
時
命
が
持
ち
来
っ
た
天
の
宝
と
と
も
に
烏
見
氏
の
泰
斎
す
る
と
こ
ろ
と
な
り 、
神
武
が
そ
の
烏
見
氏
の
長
腔
彦
を
討
ち
大
和
に
国
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
っ
た 。
人
皇
の
い
わ
ば
出
発
点
と
も
い
う
ぺ
き
地
で
あ
る 。
そ
の
よ
う
な
歴
史
を
も
っ
て
い
た
か
ら
か 、
の
ち
に
「
平
群
の
山」
は
天
品
・
皇
太
子
な
ど
に
よ
っ
て
国
讃
め
歌 、
求
婚
歌
に
う
た
わ
れ
る
こ
と
に
な
り 、
i"巾
に
国
見
の
土
地
と
し
て
の
意
義
を
担
っ
て
き
た
よ
う
だ 。
記
紀
に
う
た
わ
れ
た
三
つ
の
歌
謡
を
あ
げ
て
お
こ
う 。
十
七
年
の
春
三
月
の
戊
戌
の
朔
己
酉
に 、
子
湯
縣
に
幸
し
て 、
丹
裳
小
野
に
遊
ぴ
た
ま
ふ
。
時
に
束
を
望
し
て 、
左
右
に
謂
り
て
日
は
く 、
「
是
の
國
は
直
く
日
の
出
づ
る
方
に
向
け
り」
と
の
た
ま
ふ
。
故 、
其
の
図
を
被
け
て
日
向
と
日
ふ 。
是
の
日
に 、
野
中
の
大
石
に
捗
り
ま
し
て 、
京
都
を
憶
ぴ
た
ま
ひ
て 、
歌
し
て
日
は
く 、
．
我
家
の
方
ゆ
毎
居
立
ち
来
も
登
っ
く
冑
垣
山
籠
れ
る
弊
愚
利
能
夜
庶
の
愛
し
き
よ
し
倭
は
命
の
全
け
む
人
は
せ
華
に
挿
せ
そ
の
子
と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き 。
此
の
歌
は
國
思
ひ
歌
な
り 。
又
歌
日
ひ
た
ま
ひ
し
く、
愛
し
け
や
し
吾
家
の
方
よ
缶笞
居
起
ち
来
も
（
記
保
行）
景
行
天
島
の
歌
謡
か
ら 、
「
平
群
の
山」
が
天
皇
の
大
和
支
配
と
関
わ
っ
て 、
国
見
の
行
事
に
深
く
結
ぴ
つ
い
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る 。
雄
略
天
呈
の
歌
謡
も
ま
た 、
此
の
点
を
踏
ま
え
た
求
婚
歌
に
な
っ
て
い
る 。
要
問
い
に
先
立
つ
国
偲
ぴ
と
し
て 、
恨
行
天
見
の
息
邦
歌
の
「
平
群
の
山」
の
歌
の
エ
キ
ス
が
抽
出
さ
れ
た
形
で
冒
頭
に
据
え
ら
れ
て
い
る 。
「
平
群
の
山」
が
天
皇
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る 。
い
ま
一
っ 、
天
皇
で
は
な
い
が
散
行
天
皇
の
御
子
倭
建
命
の
歌
謡
が
あ
る 。
命
の
熊
白
楢
が
葉
を
う
る
は
し
倭
は
（
記
雄
略）
其
れ
よ
り
幸
行
で
ま
し
て 、
能
煩
野
に
到
り
ま
し
し
時 、
因
を
思
ひ
て
歌
日
ひ
た
ま
ひ
し
く 、
因
の
ま
ほ
ろ
ば・
た
た
な
づ
く
山
開
れ
る
と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き 。
又
歌
曰
ひ
た
ま
ひ
し
く 、
幣
具
理
能
夜
麻
の
倣
叫
あ
は
れ
ず
た
し
み
竹
竹
生
ひ
の
立
た
し
て
歌
日
ひ
た
ま
ひ
し
く 、
日
下
部
の
此
方
の
山
と
山
の
峡
に
立
ち
榮
ゆ
る
末
方
に
は
登
瞑
宵
垣
倭
し
幣
具
理
能
夜
麻
の
此
方
此
方
葉
廣
熊
白
渚
本
に
は
い
く
み
た
し
み
竹
生
ひ
い
く
み
竹
い
く
み
は
寝
た
し
に
は
率
寝
ず
後
も
く
み
寝
む
そ
の
思
ひ
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こ
の
歌
謡
は
僚
行
天
良
の一
酋
と
小
旅
が
あ
る
が、
ほ
ぽ
同
じ
も
の
で
あ
る。
も
と
大
和
の
国
ぽ
め
歌
で
あ
っ
た
も
の
を、
保
行
天
良
は
国
見
の
場
而
で
う
た
っ
た。
倭
建
命
の
楊
合
は
全
く
迩
う
状
況
で
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
周
知
の
通
り
で、
東
征
の
帰
途
ま
さ
に
命
が
栄
て
よ
う
と
し
た
時
の
歌
と
し
て
取
り
な
さ
れ
て
い
る。
記
紀
に
お
い
て
「
平
群
の
山」
は、
前
に
歌
語
と
し
て
歌
謡
中
に
あ
ら
わ
れ
る。
こ
れ
以
外
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
「
平
群」
は
す
ぺ
て
氏
名
で
あ
り、
．
し
か
も
地
の
文
に
限
ら
れ
る。
こ
の
こ
と
か
ら、
「
平
群
の
山」
は
歌
栢
と
し
て
は
か
な
り
熟
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る。
記
紀
歌
飩
の
「
平
群
の
山」
の
意
味
は、
万
菜
集
の
「
乞
食
者
泳
二
首」
に
あ
っ
て
も、
確
実
に
生
き
て
い
9-4)
 
た
と
考
え
ら
れ
る。
先
に
「
薬
猟」
を
天
旦
主
他
の
正
式
な
行
事
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た。
こ
れ
が
単
に
実
用
の
目
的
だ
け
な
ら
ば、
天
皇
み
ず
か
ら
が
宮
廷
人
を
引
さ
巡
れ
て
大
仰
に
紐
り
だ
す
必
要
は
な
い。
猟
は
天
旦
に
と
っ
て
大
苔
祭
的
な
意
味
ゃ、
国
土
支
配
の
成
就
を
期
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る。
崇
峻
天
且
即
位
前
紀
に
は、
淡
路
船
で
の
遊
猟
に
よ
っ
て、
他
の
且
子
を
天
良
に
替
え
て
立
て
よ
う
と
し
た
記
事
が
あ
る。
五
月
に、
物
部
大
述
が
軍
衆、
三
度
競
駿
む。
大
述、
元
よ
り
餘
良
子
等
を
去
て
て、
穴
穂
部
旦
子
を
立
て
て
天
皇
と
せ
む
と
す。
今
に
至
る
に
及
ぴ
て、
遊
猟
す
る
に
因
り
て、
替
え
立
つ
る
こ
と
を
謀
ら
む
と
望
ひ
て、
密
に
人
を
穴
穂
部
島
子
の
も
と
に
使
に
し
て
曰
さ
く、
「
願
ば
く
は
良
子
と
将
に
淡
路
に
馳
猟
せ
む」
と
ま
う
す。
こ
れ
に
よ
れ
ば
猟
と
大
苔
祭
が
黙
関
係
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
し、
近
時、
遊
猟
の
歌
の
背
後
に
祭
僅
的
要
素
を
確
認
す
る
論
も
あ
る
（
尾
崎
暢
残
「『
東
の
野
に
か
ぎ
ろ
ひ
の」
の
歌」
「
柿
本
人
麻
呂
の
研
究」
s
44、
上
野
理
「
安
駿
野
遊
猟
歌」
山
路・
窪
田
編
祠
本
人
麻
呂j
s
51、
阪
下
圭
八
「
柿
本
人
麻
呂
ー
阿
騎
野
の
歌
に
つ
い
て
ー」
日
本
文
学
S
52、
身
崎
寿
「
人
麻
呂
と
「
阿
騎
野
の
歌
j
ー
阪
下
論
文
を
読
ん
で」
日
本
文
学
S
52
な
ど）。
そ
れ
ら
の
祭
儀
に
は
成
年
式
や
大
苔
祭
が
考
え
ら
れ
て
い
る。
後
の
大
宮
祭
に
あ
た
る
も
の
が
正
式
に
日
時
を
決
め
て
行
わ
れ
た
の
は
旦
極
朝
を
も
っ
て
巌
初
と
さ
れ、
そ
れ
以
前
は
場
所
も
宮
中
に
限
ら
ず
近
く
の
河
辺
な
ど
で
も
行
わ
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
（
用
明
紀
二
年
四
月
条）
な
ど
を
考
慇
す
れ
ば、
遊
猟
は
天
皇
の
即
位
と
い
よ
い
よ
関
係
が
深
い。
ま
た
狩
り
に
は
そ
の
土
地
の
神
の
意
志
が
影
孵
を
及
ぽ
す
こ
と
が
知
れ、
允
恭
紀
十
四
年
秋
九
月
の
条
に、
淡
路
鳩
の
神
の
崇
り
に
よ
っ
て
獲
物
が
得
ら
れ
な
い
の
を、
神
祠
り
に
よ
っ
て
多
く
の
獲
物
を
得
た
と
い
う
記
事
や、
神
功
旦
后
摂
政
前
紀
に
曙坂
王
と
忍
熊
王
と
が
神
功
皇
后
と
応
神
天
品
に
代
わ
っ
,
＂
。
て
政
権
を
取
ろ
う
と
し
て、
事
の
成
否
を
知
る
た
め
に
菟
餓
野
で
祈
狩
り
を
し
た
記
事
な
ど、
国
土
支
配
と
狩
り
の
成
就
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
が
わ
か
る。
ま
た、・
天
良
の
遊
猟
に
際
し
て
庇
の
姿
を
し
た
土
地
の
者
が
奉
仕
を
し
た
話
が
応
神
紀
十
三
年
の
条
に
み
ら
れ、
当
面
の
歌
の
大
君
の
薬
猟
の
場
合
と、
状
況
が
は
な
は
だ
近
い。
以
上
の
こ
と
か
ら、
本
枡
は
「
乞
食
者
詠
二
剪」
が
成
り
立
っ
た
ー
つ
の
要
因
を
こ
の
「
平
群
の
山」
の
「
贋」
に
み
る。
「
平
群
の
山」
は
天
皇
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・
1,
,
五
の
国
ぽ
め
歌
の
土
地
で
あ
り、
倭
建
命
に
蘇
り
を
託
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
．．
 あ
っ
た。
そ
の
よ
う
に
天
且
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
も
っ
「
平
群
の
山」
に
お
け
る
「
薬
猟」
は、
み
て
き
た
よ
う
に
即
位
倍
礼
や
支
配
力
を
示
す
点
11
-
s-
で
効
果
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た、
「
片
山」
は
「
薬
猟」
の
狩
り
場
の
中
心
と
し
て、
「
平
群
の
山」
の
限
定
を
受
け
て、
そ
の
土
地
に
該
当
し
た
例
の
も
つ
神
辿
な
意味
や
事
跡
を
背
供
に
深
く
持
つ
こ
と
と
な
っ
た。
そ
し
て、
さ
ら
に
「
薬
猟」
が
推
古
朝
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に、
「
足
引
乃
此
片
山」
と
い
う
粁
福
の
営
葉
の
「
片
山」
に
は
自
ず
か
ら
型
徳
It《
●)
太
子
の
片
岡
山
巡
幸
が
狐
ね
合
わ
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
「
乞
食
者
詠
J
を
認
く
者
は
推
古
朝
の
ご
と
き
「
渫
猟」
を
思
い
描
き
な
が
ら、
山
と
海、
す
な
わ
ち
国
土
の
代
表
的
脱
物
で
あ
る
施
と
壁
の
好
福
を、
こ
の
上
な
く
め
で
た
い
も
の
と
し
て
稔
い
た
の
で
は
な
い
か。
「
片山」
は
ま
さ
に
「
平
群
の
山」
と
「
誰
波
の
小
江」
の
問
に
あ
っ
て、
寿
歌
の
要
素
を
根
底
か
ら
支
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る。
乞
食
者
詠
二
首
の
構
造
こ
こ
で
は、
二
首
の
構
造
を
通
し
て、
形
の
上
か
ら
寿
歌
と
し
て
問
題
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
同
時
に、
寿
歌
と
し
て
成
立
し
た
要
因
と
し
て
の
「
片
山」
に
注
目
し
て、
そ
れ
が
構
造
の
上
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
か
確
か
め
て
み
た
い。
ま
ず、
う
た
う
主
体
に
よ
っ
て
み
て
み
る
と、
次
の
よ
う
な
構
造
を
二
首
は
示
す。
（
注、
A
B
は
歌
の
日
頑、
二
酋
に
付
し
た
記
号、
（
）
内
は
歌
話
を
発
す
る
主
体）
も
（
廊）
〔
左
注〕
膳
ひ
は
や
す
（
蟹）
右
の
歌一
i目
は、
益
の
た
め
に
痛
み
を
述
ぺ
て
作
る。
〔左
注〕
A
日
頭
か
ら
「
来
立
ち
瑛
か
く」
ま
で
は、
匝
で
も
怨
で
も
な
い
第
三
者
が、
平
群
の
山
の
深
猟
の
と
き、
「
片
山」
で
弓
を
構
え
て
待
っ
て
い
る
と、
牡
廊
が
や
っ
て
来
て
そ
れ
が
咲
く
こ
と
に
は、
と
い
っ
て
屁
者
に
自
分
の
体
験
を
も
と
に
事
の
次第
を
匝
り
出
す
前
提
で
あ
る
(
A
a)。
つ
づ
く
「
た
ち
ま
ち
に」
か
ら
「
申
し
は
や
さ
に」
ま
で
は、
B＾
君
に
我
れ
は
仕
へ
む」
と
う
た
う
こ
と
か
ら、
明
ら
か
に
艇
の
大
君
に
対
す
る
言
葉
で
あ
る
(
A
b)
。
ま
た
二
首
目
の
「
お
し
て
る
や」
か
ら
「
膝
ひ
は
や
す
も」
ま
で
も、
同
様
に、
「
大
君
召
す
と
何
せ
む
に
我
を
召
す
ら
め
ゃ」
と
哲
っ
て
い
る
こ
と
か
ら、
緊
の
大
君
に
対
す
る
哲
葉
で
あ
る
(
B)
。
実
際
に
は
二
首
の
全
て
を
乞
食
者
が
妬
猟
の
お
供
の
者
や、
匝
ゃ
殻
に
な
り
き
っ
て
う
た
っ
て
い
る
の
だ
が、
歌
中
の
「
我」
の
主
体
を
そ
の
ま
ま
示
す
と
以
上
の
よ
う
に
な
る。次
に
左
注
に
注
目
す
る
と、
そ
れ
ぞ
れ
の
左
注
は
お
の
お
の
A
b、
B
に
B
 
●
j
右
の
歌一
首
は、
廊
の
た
め
に
術
み
を
述
ぺ
て
作
る。
難
波
の
小
江
に
：．
．
 耕
ひ
は
や
す
も
お
し
て
る
ゃ
b
た
ち
ま
ち
に
A
a
い
と
こ
乞
食
者
詠
二
甘汝背
の
店
…••
さ
を
匝
の
来
立
ち
頃
か
く
（
薬
猟
に
お
供
を
し
た
者）
我
は
死
ぬ
ぺ
し・
・
・・
申
し
は
や
さ
に
申
し
は
や
さ
〔
題
飼〕
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対
応
し
て
等
分
に
解
説
の
役
を
担
っ
て
お
り、
廊
の
甘
業
か
ら
「
庇
の
茄
み」
を、
歴
の
酋
菜
か
ら
「
蟹
の
痛
み」
を
説
明
し
て
い
る。
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず、
A
b、
B
の
部
分
が
廊
と
緊
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら、
「
為
鹿」
を
「
匝
ト
ナ
リ
テ」、
「
為
盛」
を
「
猥
ト
ナ
リ
テ」
と
訓
め
ば、
左
注
の
解
説
と
し
て
非
術
に
的
を
得
た
も
の
と
な
る。
従
来、
左
注
の
「
為
脱」、
「
為
盤」
は、
「
鹿
ノ
タ
メ
ニ」、
あ
る
い
は
「
盛
ノ
タ
メ
ニ」
と
訓
ま
It-
＇
）
 
れ、
二
首
は
庇
や
蟹
に
同
惜
的
な
歌
と
解
さ
れ
て
き
た。
当
面
の
歌
の
直
前
に
應
の
皮
を
被
っ
て
舜
う
神
事
と
思
わ
れ
る
歌
が
み
ら
れ
る
こ
と
や、
室
括
歌
に
「
脚
日
木
の
此
の
傍
山
に
牡
廊
の
角
紗
げ
て
吾
が
償
す
れ
ば」
と
い
う
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら、
施
角
な
ど
で
庇
の
紛
装
を
し
て
採
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
当
面
の
歌
の
楊
合
も、
乞
食
者
が
疵
と
蟹
と
に
な
り
き
っ
て
そ
の
泰
仕
を
う
た
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
以
上
の
こ
と
か
ら、
「
鹿
ト
ナ
リ
テ」
あ
る
い
は
「
盛
ト
ナ
リ
テ」
の
胴
み
を
採
る
方
が、
本
稿
の
い
う
実
体
に
か
なっ
て
い
る。
そ
こ
で
左
注
が
対
応
す
る
部
分
を
二
首
か
ら
除
け
ぱ
a
だ
け
が
残
る。
乞
食
者
が
施
と
歴
の
硲
仕
を
歌
ゃ
紺
に
す
る
の
な
ら、
ま
ず
は
自
ら
の
来
歴
を
栢
る
部
分
が
あ
る
は
ず
だ。
a
の
部
分
こ
そ、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い。
寿
詞
で
は
そ
の
家
の
祖
先
が
い
か
に
し
て
大
和
朝
廷
に
帰
伏、
奉
仕
す
る
に
至
っ
た
か、
そ
の
功
紐
ゃ
忠
節
が
百
立
て
さ
れ
る
の
が
祁
で
あ
る。
「
乞
食
者
詠
二
首」
も、
寿
歌
と
し
た
な
ら
ば、
例
外
で
は
あ
る
ま
い。
大
君
主
他
の
薬
猟
に
つ
き
し
た
が
っ
て、
廊
や
歴
の
酋
立
て
を
自
ら
が
き
い
た
と
い
う
形
で
語
る
の
が、
A
a
の
u
po)
 
部
分
で
あっ
た
の
で
は
な
い
か。
列
挙
法
列
挙
法
呪
術
法・
（
片
山）
口
呪
術
法・
（
傍
山）
ハ
一
方、
「
片
山」
に
注
目
す
る
と、
ど
ち
ら
も
い
ま
い
う
と
こ
ろ
の
列
挙
法
の
中
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い。
A
a
で
は
服
が
現
れ
て
泰
仕
の
言
葉
を
陳
ぺ
る
場
所
と
し
て
う
た
わ
れ、
B
で
は
登
の
胆製
造
過
程
で
用
い
ら
れ
る
劉
味
科
の
も
む
桧
の
在
り
か
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る。
さ
ら
に
C
で
は
酒
B
 
d
 
次
に、
室
描
歌
(
C)
と
の
比
較
を
し
て、
「
片
山」
の
摺
造
上
の
在
り
方
を
み
て
み
た
い。
今、
室
席
歌
を
便
宜
上
C、
d
に
分
け
て
み
る
と
（
歌
の
区
分
は
序
で
示
し
た）、
C
は
室
讃
め
で、
附
め
歌
の
常
套
で
あ
る
列
挙
法
（
家
の
各
部
分
を
列
挙
し、
そ
れ
に
寄
せ
て
「
家
長」
の
繁
栄
を
寿
ぐ
方
法、
土
椅
寛
「
古
代
歌
謡
全
注
釈
j
日
本
宙
紀
編
に
よ
る）
に
よ
っ
て
室
の
い
ち
い
ち
を
寿
ぎ
す
る
方
法
を
取っ
て
い
る。
d
は
勧
酒
歌
で、
そ
の
酒
の
生
産
地、
材
料、
謂
理
逍
具
な
ど
が
う
た
い
こ
ま
れ
る
と
い
う
呪
術
的
な
表
現
方
法
を
と
っ
て
い
る
（
枕
詞
の
多
用
な
ど、
神
型
な
出
自
を
説
明
し
て
閉
め
学
げ
よ
う
と
す
る
方
法
を
仮
に
呪
術
法
と
名
付
け
る）。
「
乞
食
者
詠
二
甘」
と
の
比
較
で
気
づ
く
の
は、
寿
福
の
方
法
と
し
て、
C
と
A
b
が、
ま
た
d
と
B
が
同
じ
方
法
で
う
た
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る。
A
b
は
艇
が
わ
が
身
の
悉
く
を
並
ぺ
挙
げ、
も
っ
て
大
君
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
い
う
し、
B
は
登
の
産
出
地、
製
理
道
具、
問
味
科
な
ど
が
う
た
わ
れ、
や
は
り
呪
術
的
な
要
素
が
色
濃
い。
節
単
に
図
示
す
れ
ば、
次
の
よ
う
に
な
る。
乞
食
者
詠
二
首
室
粘
歌
A
a
い
と
こ
汝
秤
の
君・・（
片
山）
イ
C（
汝
兄、
汝
弟
の
原
り
合
い）
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造
り
の
仕
上
げ
に
庇
の
鐸
が
な
さ
れ
る
場
所
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る。
ま
た、
d
の
中
で
の
用
い
ら
れ
方
に
注
目
す
る
と、
酒
は
「
傍
山」
の
鹿
の
聟
に
よ
っ
て
格
別
貨
重
な
も
の
に
な
る
と
う
た
わ
れ
て
お
り、
「
傍
山」
に
お
け
る
疵
の
鉗
が
酒
の
性
質
を
至
福
の
も
の
に
変
え
る
効
果
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
同
様
に
B
の
「
片
山」
の
用
い
ら
れ
方
を
み
れ
ば、
こ
れ
も
聾
の
脂
製
造
に
欠
か
せ
ぬ
岡
味
科
の
在
り
か
と
し
て
う
た
わ
れ、
そ
れ
は
当
然
A
a
に
お
い
て
府
が
現
れ
て
大
君
に
奉
仕
の
言
葉
を
陳
ぺ
た
場
所
と
い
う
・
意
味
を
踏
ま
え
て
用
い
ら
れ
て
は
じ
め
て
効
果
を
も
つ。
つ
ま
り、
「
片
山」
に
お
け
る
廊
の
寿
福
が
あ
っ
て、
そ
の
寿
福
の
込
め
ら
れ
た
土
地
で
と
れ
る
柁
[
9)
製
味
科
に
よ
っ
て
新
た
に
蟹
の
膳
が
寿
福
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る。
「
乞
食
者
詠
二
首」
と
室
梯
歌
と
は、
と
も
に
そ
の
寿
性
を
「
片
山」
に
お
け
る
雁
の
呪
性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
神
聖
な
事
跡
が
蟹
の
脂
や
酒
を
寿
福
す
る
と
い
う
こ
と
で
は、
こ
の
「
片
山」
が
列
挙
法
に
用
い
ら
れ
ず、
呪
術
法
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る。
そ
し
て、
「
片
山」
を
核
と
す
る
両
者
の、
寿
歌
と
し
て
の
深
い
関
連
か
ら、
さ
ら
に
当
面
の
歌
の
冒
頭
「
い
と
こ
汝
背
の
君」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
も
―
―�臼
し
た
い
。
こ
の
表
現
は
万
菜
集中
唯一
例
の
み
な
ら
ず、
他
の
文
献
に
も
み
ら
れ
な
い
雑
解
な
も
の
で、
詫
注一
致
し
て
神
代
紀
の
八
干
矛
の
神
の
神
紐
り
の
箇
所、
「
い
と
こ
や
の
妹
の
命」
を
挙
げ、
親
し
い
者
に
対
す
る
呼
ぴ
掛
け
と
と
っ
て
き
た。
そ
の
親
し
い
者
と
は
夫
で
あ
る
と
し
て
以
下
の
句
の
主
体
と
す
る
解
釈
と、
聴
床
で
あ
る
と
し
て
以
下
の
句
と
は
独
立
さ
せ
る
も
の
と、
二
様
に
解
釈
が
わ
か
れ
る
が、
い
ず
れ
も
他
に
例
が
無
い
た
め
ーL'-
‘̀.
 
•,
．
．
 
It-
lO)
 
に
碇
信
に
乏
し
い
。
「
い
と
こ」
が
親
し
い
も
の
へ
の
呼
び
掛
け
と
し
て
問
題
が
な
い
と
す
れ
ば、
統
く
「
汝
背
の
君」
が
室
壽
歌
謡
直
前
の
「
汝
兄」、
「
汝
弟」
と
火
焼
き
の
童
子
が
互
い
を
呼
ぴ
合
っ
た
言
葉
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く。
固
に
山
部
迎
小
栢
を
針
間
因
の
宰
に
任
け
し
時、
其
歴
の
人
民、
名
は
志
自
牟
の
新
室
に
到
り
て
築
し
き。
是
に
盛
り
に
築
げ
て、
酒
削
に
し
て
次
第
に
皆
憫
ひ
き。
故、
火
焼
き
の
少
子
ニ
ロ、
源
の
傍
に
居
た
る、
其
の
少
子
等
に
債
は
し
め
き。
爾
に
其
の
一
り
の
少
子
の
曰
ひ
け
ら
く、
「
切別
先
に
債
へ
。」
と
い
へ
ぱ、
其
の
兄
も
亦
日
ひ
け
ら
く、
「
汝
弟
先
に
偶
へ
。」
と
い
ひ
き。
如
此
相
誼
り
し
時、
其
の
會
へ
る
人
等、
其
の
相
譲
る
状
を
咲
ひ
き。
面
に
遂
に
兄
債
ひ
詑
へ
て、
次
に
弟
債
は
む
と
す
る
時
に、
詠
為
て
曰
ひ
し
く、
（
以
下
室
梃
歌
が
続
く）
（
記
消
平）
こ
と
さ
ら
に
順
番
を
誤
り
合
う
こ
と
が
聴
衆
の
笑
い
を
誘
い、
後
に
続
く
鐸
ゃ
歌
に
典
味
を
持
た
せ
る
効
果
な
ど
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。
お
そ
ら
く、
譲
り
合
う
所
作
や
言
い
ぶ
り
な
ど
に
仕
組
ま
れ
た
仰
々
し
さ
や
滑
稽
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
批
測
さ
れ
る。
。
”-
11)
原
文
表
記
「
名E
と
に
注
目
し
て
も、
室
栢
歌
の
前
に
行
わ
れ
た
譲
り
合
い
の
ご
と
き、
熟
し
切
っ
た
口
上
の
言
莱
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る。
「
汝
兄」、
「
汝
弟」
と
譲
り
合
う
様
が
庇
衆
の
笑
い
を
買
い、
そ
の
た
め
に
歌
の
前
提
と
し
て
い
つ
も
口
に
さ
れ、
そ
れ
が
定
箔
し
た。
そ
の
名
残
こ
そ
が、
「
乞
食
者
詠
二
首」
の
冒
頭
「
い
と
こ
汝
寺
の
君
j
で
あ
っ
た
の
で
は
- 27 -
柁t
g
な
い
だ
ろ
う
か 。
二
首
の
構
造
を
踏
ま
え
て
み
る
と 、
「
居
り
居
り
て」
以
IE《"~
下
「
八
煎
岱」
ま
で
が
「
平
群
の
山」
を
引
き
出
し
て
く
る
序
詞
で 、
二
首
目
の
「
お
し
て
る
ゃ」
が
「
難
波
の
小
江」
の
枕
闘
と
し
て
対
照
的
に
山
海
の
国
土
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば 、
冒
頭
の
「
い
と
こ
汝
背
の
君」
は
独
立
し 、
し
か
も
A
B
二
首
と
も
ど
も
の
前
提
と
し
て
A
a
の
甘
頭
に
但
か
れ
た
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る 。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に 、
「
片
山」
に 、
詠
ず
る
者
と
詠
ず
る
者
の
．
賀
格
を
結
ぴ
つ
け
る
事
実
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る 。
室
潟
歌
の
「
傍
山」
に
注
意
す
る
と 、
室
甜
歌
を
謡
う
こ
と
で 、
但
計
王
（
後
の
顕
宗
天
皇）
は
そ
の
人
自
身
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た 。
そ
し
て
「
傍
山」
が
詠
者
自
身
の
陵
墓
が
四
か
れ
た
地
で
あっ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
（
傍
丘
磐
杯
丘
陵） 。
室
岳
歌
の
中
で
自
分
が
「
片
山」
で
廊
の
舞
を
す
れ
ば 、
特
別
に
寿
福
さ
れ
た
酒
が
出
来
上
が
る
と
う
た
う
の
は 、
実
体
か
ら
い
え
ば 、
謡
う
者
が
自
ら
を
顕
宗
天
皇
に
見
立
て
て
そ
の
寿
招
の
効
呆
を
狙
っ
た
も
の
で
庄")
あ
ろ
う 。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と 、
「
片
山」
を
寿
歌
に
歌
い
込
む
こ
と
と 、
そ
の
寿
歌
を
う
た
う
も
の
が
「
片
山」
に
緑
を
も
つ
資
格
で
う
た
う
こ
と
は 、
必
然
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
室
甜
歌
の
楊
合
で
い
え
ば 、
詠
者
が．「
低
計
王」
に
な
り
き
っ
て
う
た
う
と
き 、
「
片
山」
は
正
し
く 、
そ
の
寿
歌
の
堅
地
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る 。
そ
し
て 、
同
じ
「
足
引
乃
此
片
山」
と
い
う
表
現
を
持
つ
以
上 、
当
然
「
乞
文
者
詠」
の
場
合
も 、
詠
者
の
乞
食
者
が
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
い
ず
れ
か
の
「
片
山」
に
緑
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る 。
以
上 、
「
乞
食
者
詠
二
首」
に
関
し
て 、
二
首
が
寿
歌
で
あ
ろ
う
こ
と 、
そ
し
て
そ
の
好
歌
性
を
支
え
る
も
の
と
し
て 、
A
B
二
首
と
室
祢
歌
に
共
通
の
言
菜
「
足
引
乃
此
片
山」
の
「
片
山」
に
つ
い
て
述
ぺ
て
き
た 。
「
片
山」
と
呼
ば
れ
る
土
地
が
伝
統
的
な
神
披
さ
や
呪
力
を
も
ち 、
当
面
の
歌
に
う
た
わ
れ
る
大
君
の
「
平
群
の
山」
で
の
「
薬
猟」
が 、
そ
れ
ら
の
意
味
を
深
く
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た 。
ま
た 、
「
片
山」
に
お
け
る
匝
の
出
現
と
い
う
点
も
室
甜
歌
と
当
面
の
歌
と
か
か
わ
り
の
深
い
こ
と
を
述
べ
た 。
最
終
的
に
二
首
の
構
造
に
つ
い
て
日
頭
の
「
い
と
こ 、
汝
背
の
君」
の
解
釈
に
言
及
し
た
が 、
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い 。
な
ぜ
庇
と
焚
が
山
海
の
代
表
と
北
C2)
し
て
選
ば
れ
た
の
か 、
あ
る
い
は 、
万
葉
集
巻
十
六
に
お
け
る
「
乞
食
者
詠
二
首」
の
位
置
づ
け
や 、
同
巻
の
他
の
歌
々
と
の
関
連
な
ど 、
い
ず
れ
も
今
後
の
研
鐙
に
ま
ち
た
い 。
い
ま
は
二
首
の
成
立
の
要
因
の
い
く
つ
か
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
滴
足
し
た
い 。
注(
1)
二
訂
に
共
通
の
甘
薬
と
し
て
は
化
に
「
取
持
米」 、
「
吾
目
g」
が
あ
る
が 、
こ
れ
ら
は
充
分
な一
句
を
形
成
せ
ず 、
寿
詞
の
111
紺
を
餅
る
甘
葉
と
し
て
遠
い 。
加
え
て
究
拐
歌
に
無い
こ
と
も
あっ
て 、
こ
こ
で
は一
応
除
外
し
て
お
く 。
ち
な
み
に 、
「
取
持
J
と
い
う
栢
が
も
と
お
そ
ら
く
古
代
松
式
類
型
研
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
本
田
義
怠
氏
の
i
-
（「
柿
本
人
麻
呂
に
お
け
る
白
鳥
rJl
関
の
痕
跡
J
奈
良
女
子
大
学
文
学
会
研
究
年
報
ll)
が
あ
り 、
「
取
持
J
に
注
- 28 -
古
代
独
特
の
呪
性
を
み
た
本
田
義
舟
氏
の
論
（「
万
葉
集
に
お
け
る
「
取
持』」
（
上
・
下）
「
論
究
8
本
文
学J
(
上）
27
巻
M
号、
（
下）
28
巻
12
号）
が
あ
る。
た
だ
し
本
田
義
寿
氏
は
こ
の
二
甘
の
場
合、
「
全
く
呪
的
意
味
の
な
い、
単
純
な
動
作
を
表
わ
す
器
と
し
て、
手
に
携
え
る
の
慈
で
あ
ろ
う。」
と
い
わ
れ
て
い
る
が、
別
途
に
本
税
は
こ
の
二
首
の
場
合
に
も
氏
が
古
事
記
の
天
の
岩
戸
の
条
で
取
り
上
げ
た
「
取
持」
の
窯
味、
「
神
型
性
を
保
持
し
て
中
間
的
に
伝
遠
す
る」
（
前
掲
論
文）
意
を
採
る。
な
ぜ
な
ら、
一
首
目
の
前
半、
平
群
の
山
に
懸
っ
て
い
く
序
詞
の
部
分
で
虎
を
八
韻
捕
ら
え
て
く
る
意
で
一
股、
二
甘
目
の
終
わ
り
に
近
い
部
分
で
肉
人
の
作
っ
た
瓶
を
持
っ
て
く
る
立
で
一
灰
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。
当
面
の
歌
が
寿
歌
で
あ
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
二
甘
全
体
の
前
骰
き
と`
仕
上
げ
の
あ
た
り
で
一
度
ず
つ
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
軋
な
る
動
作
と
し
て
の
立
味
だ
け
で
は
汎
旧
で
き
ぬ
も
の
が
あ
る
よ
う
に
息
わ
れ
る。
ニ
首
が
本
来
対
歌
を
生
み
川
す
祭
式
の
場
（
薬
猟）
を
布
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る。
注(
2)
「
片
山」
に
お
け
る
脱
の
大
計
へ
の
奉
仕
を、
粁
歌
成
立
の
炭
因
と
し
て
考
え
た
根
拠
に
は
室
潟
歌
と
の
関
辿
の
他
に、
直
前
の
「
越
中
因
歌
四
首」
(
16
三
八
八
―
i
四）
と
の
つ
な
が
り
を
み
た
か
ら
で
あ
る。
そ
の
二
首
目
と
四
杵
目
を
あ
げ
る
と、
渋
約
の
二
上
山
に
鷲
ぞ
子
窟
と
い
ふ
団
に
も
11
の
み
た
め
に
笠
ぞ
子
税
と
い
（
三
八
八
二）
ふ
弥
彦
神
の
況
に
今
日
ら
も
か
虹
の
伏
す
ら
む
汲
好
て
角
つ
き
な
が
ら
（
三
八
八
四）
前
者
か
ら
は
ヤ1
投
な
人
の
た
め
の
辺
具
と
な
る
た
め
に
鵞
が
子
を
窟
む
と
い
う
動
．
物
の
奉
仕
が
知
ら
れ
る。
ま
た、
後
者
か
ら
は、
馳
あ
る
い
は
服
の
紛
装
に
よ
- 29 -
る
神
事
が
行
取
さ
れ
る。
「
越
中
臼
歌」
か
ら
当
而
の
「
乞
文
者
詠」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
編
纂意
識
は
ま
だ
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
が、
大
君
や
神
に
恐
仕
す
る
動
物
と
い
う
観
点
で
並
ぺ
た
と
考
え
る
こ
と
は
ご
く
自
然
で
あ
ろ
う。
注(
3)
ち
な
み
に、
窃
壮
至
氏
の
論
（「
上
代
伝
承
論
ー
型
徳
太
子
片
岡
山
説
話
を
め
ぐ
っ
て
ーJ
万
菜
五
三
号）
に
も
弗
霊
天
且
陵
の
片
OO
は
上
古
か
ら
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
神
型
な
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
硝
認
さ
れ
て
い
る
し`
片
岡
が
法
怪
寺
側
か
ら
そ
の
領
の
地
堺
と
し
て、
あ
る
神
泣
感
を
以
て
観
念
さ
れ
た、
と
い
う
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る。
甜
氏
に
よ
れ
ば
古
代
に
お
け
る
片
岡
の
範
曲
は
す
こ
ぶ
る
広
く、
王
寺
町
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
う。
後
世
の
片
岡
は
今
泉
付
近
で
あ
る
が、
王
寺
町
王
寺
に、
式
内
社
片
岡
坐
神
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
う
推
私
さ
れ
た。
こ
の
兄
解
に
よ
れ
ば、
本
税
が
注
目
し
た
顕
宗、
武
烈
天
出
佼
も
同
じ
土
地
を
指
し
て
い
た
こ
と
に
な
る。
注(
4)
「
平
群
の
山J
は
「
万
梨
集」
に
お
い
て
「
乞
食
者
詠
二
甘」
に
あ
る
の
み
で
、
歌
と
し
て
は
他
に
「
平
群
の
朝
臣」
（
16-―-
八
四
三）
が
あ
り、
他
は
全
て
「
平
群」
の
氏
名
で
題
討
や
左
注
に
あ
ら
わ
れ
る。
ま
た、
記
紀
歌
謡
に
お
い
て
は
「
平
群
の
山」
が
う
た
わ
れ
る
時
に
必
ず
「
白
橿」
が
う
た
わ
れ、
「
乞
立
者
詠
二
甘」
で
は
そ
れ
に
代
わ
る
「
献
加」
が
あ
る。
そ
う
し
た
現
象
が
か
え
っ
て、
記
紀
歌
訟
に
う
た
わ
れ
た
平
群
の
立
味
を
こ
の
歌
の
平
肝
に
並
ね
る
こ
と
を
期
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
息
わ
せ
る。
注(
5)
当
面
の
歌
で
「
平
群
の
山」
に
「
八
瓜
査」
と
い
う
枕
府
が
冠
さ
れ
て
い
る
が、
hた
っ
ん
「
古
事
記」
上
巻
に
綿
律
兄
の
神
が
山
幸
彦
を
半
入
れ
て
す
わ
ら
せ
た
も
の
と
し
て
「
美
智
の
皮
の
低
八
重、
籍
丑
八
菰」
が
み
え、
ま
た
同
中
巻
に
倭
述
命
h
たり
の
后
が
走
水
の
湯
の
浜
の
神
を
鎖
め
る
た
め
に
海
に
入
る
時
に
敷
い
た
も
の
と
し
て
「
菅
”丘
八
孤`
皮
丑
八
重、
柿
＂ヰ
八
重」
が
み
え
る。
と
も
に
皮
の
八
重
位
が
そ
の
中
に
用
い
ら
れ
て
お
り、
当
而
の
歌
に
虎
の
皮
の
八
煎E立
と
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る。
こ
の
八
韮
丑
は
ま
た、
「
神
代
紀
j
山
寺
彦
の
条
に
お
い
て
は
真
床
粒
名
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
も
い
る。
「
平
詳
の
山」
が
天
爪亡
に
と
っ
て
煎
没
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
は、
こ
の
集
中
唯
一
例
で
あ
る
枕
詞
「
八
阻
母」
に
よ
っ
て
も
寂
せ
ら
れ
る。
il(
6)
日
頑
部
分
に
う
た
わ
れ
る
「
虎」
に
関
し
て
も`
凶
徳
太
子
や
平
群
と
関
わ
り
が
深
い
。
欽
明
紀
に
虎
退
治
の
話
が
見
え
る
が、
そ
の
中
で
虎
の
こ
と
を
r
汝
戚
神
j
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り、
上
代
に
お
い
て
虎
を
神
と
呼
ぶ
こ
と
は
「
乞
立
者
詠」
と
欽
旧
紀
の
話
と
だ
け
に
み
ら
れ
る。
欽
明
杞
の
記
事
に
登
場
す
る
訊
氏
は
斑
屈
地
方
の
名
族
で
あ
り、
巴
提
便
の
娘
菩
岐
々
美
郎
女
は
緊
徳
太
子
の
后
で
あ
る。
ま
た、
欽
田
紀
の
虎
迅
治
の
話
と
法
性
寺
の
「
捨
9
侶
虎」
の
因
は、
密
接
な
OO
係
に
あ
る
こ
と
が
す
で
に
JII
口
霜
ギ
氏
に
よ
っ
て
い
わ
れ
て
い
る。
（「
人
窟
の
廂．
に
つ．
い
て」
「
国
柄
国
文J
帝京
大
学
文
学
部紀
桜、
S
53
.
10)
 
「
こ
の
話
は
金
光
甲
位
勝
王
経
裕
身
品
の
飢
え
た
虎
の
話
と
関
述
が
考
え
ら
れ
る」
こ
と
が
指
構
さ
れ
て
お
り、
こ
の
こ
と
は
当
然
に
し
て、
法
性寺
に
あ
る
玉
虫
厨
子
の
「
拾
身
月
虎」
の
絵
を
わ
た
く
し
た
ち
に
想
い
お
こ
さ
せ
る。
（
中
略
）
「
汝
威
神」
の
話
も、
「
金
光
明
最
勝
王
経
j
の
序
品
・
四
天
王
莉
oo
品
な
ど
に
凡
ら
れ、
阿
経
と
の
悶
係
は
す
こ
ぶ
る
密
接
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
豆
頭
「
」
内
は
8
本
古
典
文
学
大
系
「
日
本
密
紀
j
下
頭
注）
虎
を
神
と
呼
ぶ
共
通
点
に
よ
っ
て
「
乞
企
者
詠」．
と
「
捨
牙
飼
lJt」
の
図
も
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ、
当
而
の
歌
に
う
た
わ
れ
る
「
片
山」
に
当
然
型
也
太
子
の
片
岡
山
へ
の
巡
ャ辛
を
重
ね
て
き
い
て
い
た
可
能
性
は
応
い
。
「
平
群
の
山」
の
枕
飼
「
八
瓜
位」
の
山
米
を、
型
徳
太
子
ゆ
か
り
の
「
戊
と
い
ふ
神J
に
よ
っ
て
研
っ
た
と
こ
ろ
に
そ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る。
辺
徳
太
子
の
片
岡
山
に
関
し
て
は
本
桜
の
主
旨
と
閑
わ
っ
て
詳
述
す
ぺ
き
点
が
多
々
あ
る。
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は、
別
岱
を
期
し
た
い
と
息
う。
注(
7)
当
而
の
歌
は`
古
く
か
ら
左
注
の
「
脱
の
た
め
に
浙
み
を
述
ぺ
て
作
る」
な
ど
と
あ
る
の
を
ln
祝
さ
れ
て、
そ
の
＂
茄
み“
を
歌
の
兵
慈
に
求
め
る
州
釈
が
お
こ
な
わ
れ
た。
身
を
こ
ろ
し
て
社
に
つ
か
ふ
る
に、
廊
の
栄
旅
あ
る
や
う
に
い
ひ
な
せ
と、
か
（「
万
菜
代
匠
記
j
)
へ
り
て
い
た
む
心
な
り。
七
皿
に
も
八
瓜
に
も、
花
咲
如
き、
寺
に
あ
ふ
こ
と
よ。
と
い
ふ
な
り、
よ
ろ
こ
ぶ
や
う
に
い
ひ
て、
表
に
は
栢
く
な
り
（「
万
硲
集
古
義
j
)
乞
企
は
身
い
や
し
け
れ
ど、
心
や
す
し
用
ゐ
ら
る
る
人
は
つ
ひ
に
命
た
た
る
る
を
虎
に
た
と
へ
て
一
首
を
な
し
て
服
を
い
た
め
る
な
る
ぺ
し
(F
万
葉
考J)
い
ず
れ
に
し
て
も
「
脱
（
又
は
製）
の
た
め
に
茄
み
を
述
ぺ
て
之
を
作
れ
り」
と
い
う
左
注
が、
歌
の
呉
窯
を
明
示
し
て
い
る。
（
土
揖
究
「
万
業
集ー作
品
と
批
評
ー
j
)
し
か
し、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
は
歌
が
う
た
わ
れ
た
災
際
の
状
況
が
浮
か
び
に
く
い。
田�
知
の
ご
と
く、
祝
詞
な
ど
に
御
冽
と
し
て
山
野
の
物、
斉
治
の
原
の
物
を
動
植
物
を
問
わ
ず、
神
に
並
ぺ
招
げ
寿
福
を
招
こ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る。
そ
の
場
合
で
も、
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
天
且
の
た
め
の
文
餌
や
道
具
と
な
る
こ
と
は
身
の
寺
福
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
「神
代
紀」
の
口
女
が
山
幸
彦
の
釣
針
を
呑
ん
で
天
孫
の
慌
と
し
て
加
わ
る
こ
と
を
共
じ
ら
れ
た
話、
当
而
の
歌
の
直前
の、
「
渋
谷
の
二
上
山
に
鷲
ぞ
子
産
む
と
い
ふ
罰
に
も
君
の
み
た
め
に
鷲
ぞ
干
産
む
と
い
ふ」
と
い
う
歌
な
ど）。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て、
脱
の
各
部
の
利
用
や
盛
の
肋
な
ど
は
艇
や
繁
に
と
っ
て
身
の
光
栄
で
あ
り、
そ
れ
に
よ
っ
て
- 30 -
大
君
の
舟
福
を
招
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら、
痛
み
は
む
し
ろ
表
而
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る。
．
注(
8)
「
平
群
の
山」
が
天
且
に
と
っ
て
伝
統
的
に
狐
要
で
国
見
歌
な
ど
に
う
た
わ
れ
る
土
地
で
あ
る
な
ら
ば、
二
首
目
に
う
た
わ
れ
た
難
波
も
国
見
歌
に
う
た
わ
れ
る
土
地
で
あ
る
（
記
仁
徳
に
仁
徳
天
品
の
歌
と
し
て
「
お
し
て
る
や
雑
波
の
崎
よ」
と
あ
る）。
し
か
し、
「
穀
波
の
小
江
j
は
記
紀
歌
謡
に
み
え
ず、
「
平
群
の
山」
の
方
が
歌
師
と
し
て
伝
統
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る。
ま
た
「
平
群
の
山」
は
長
い
由
来
を
持
っ
た
序
別、
枕
詞
を
冠
し
て
歌
い
込
ま
れ
た
の
に
対
し、
・
「
難
波
の
小
江」
は
「
忍
照
八」
と
い
う
枕
詞
を
冠
す
る
の
み
で、
製
の
窟
出
地、
塩
の
産
出
地
と
し
て
一
酋
に
二
度
う
た
わ
れ
て
い
る。
こ
の
こ
と
か
ら、
•
本
稿
は
「
難
波
の
小
iI」
が
う
た
わ
れ
る
意
味
を、
二
首
を
仕
立
て
る
時
に
面
狐
に
土
地
支
配
の
成
就
の
慈
味
を
込
め
て、
「
片
山」
が
「
平
群
の
山」
と
「
誰
波
の
小
江」
の
投
に
な
る
こ
と
か
ら
そ
の
山
海
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る。
注(
9)
こ
こ
で、
B
（
製
の
歌）
は
A
•
(「
片
山」
で
の
脱
の
対
福）
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
り、
こ
れ
に
よ
っ
て
A
↓
B
と
い
う
当
面
の
歌
の
順
序
が
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
IJj
ら
か
に
な
る
（
室
砕
歌
の
う
た
わ
れ
る
方
法
の
順
も
同
じ）。
「
乞
食
者
詠
二
首」
と
い
う
A
a
の
前
に
裾
え
ら
れ
た
凶
詞
に
よ
っ
て
二
首一
度
に
括
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
百
打
さ
れ
る。
こ
の
点
に
関
し
て
伊
藉
博
氏
に
「
乞
た
者
詠
歌
二十日」
の
形
態
は
二ふH一
辿
で
は
な
い
と
い
う
捻
が
あ
る。
松
田
好
尖
先
生
追
悼
臨
文
集
『
万
菜
集
論
孜
J
(
fc
群
む
類
緊完
成
会一
九
九
0
年
匹
月
三
十
日）
「
越
中
oo
風
—
俎
菜
集
巻
十
六
小
歌
群
の
考
翔—」
も
し、
二
甘
が一
連
の
も
の
で
あ
れ
ば、
そ
の
川
緑
は
「
右
歌
ニヤll
為＿一
脱
与―レ
憬
述
レ
術
作
之
也」
と
で
も
記
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
”小
さ
れ
る。
が、
ヽ
釦
『x
ヽ
藍
ぐ：
凡i
t
本
税
は
歌
の
構
造
と
内
容
か
ら
二
甘
は一
ま
と
ま
り
の
体
故
を
布
し
て
い
る
と
考
え
る。
時
に
一
方
だ
け
う
た
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も、
も
と
も
と
は
祁
二目
が
存
在
し
て
初
め
て
釘
二
甘
目
が
成
っ
た
と
考
え
る。
そ
れ
が
後
に
な
っ
て、
二
甘
目
だ
け
が
爪
独
に
う
た
わ
れ
る
よ
う
な
事
は
謡
い
物
の
楊
合
十
分
に
考
え
ら
れ、
そ
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
に
左
注
が
付
さ
れ
た
と
も
推
招
で
き
る
か
ら
で
あ
る。
注(
10)
以
下
の
句
と
完
全
に
切
り
離
し
て
独
立
さ
せ
る
説
は
口
訳
万
菜
集、
大
成
本
文
泊、
小
学
館
古
典
全
集、
新
潮
古
典
集
成
な
ど、
以
下
の
旬
「
居
り
居
り
て
物
に
い
行
く
と
は」
の
行
為
の
主
体
と
み
な
す
説
は
代
匠
記、
略
解、
古
義、
全
註
釈、
岩
波
古
輿
大
系
な
ど
で
あ
る。
結
論
的
に
い
え
ば、
本
枡
は
嬌
本
四
郎
氏
の
卓
論
（
居
り
居
り
て
物
に
い
行
く
と
は」
万
袋
六
十
号）
に
校
意
を
表
す
る。
氏
の
解
釈
に
し
た
が
っ
て、
「
い
と
こ、
汝
背
の
対」
を
独
立
し
た
Inl
と
取
り、
「
居
り
居
り
て
物
に
い
行
く
と
はJ
を
誰
の
行
為
と
も
限
定
さ
れ
な
い
一
般
的
な
内
容
を
表
し
つ
つ
直
接
に
は
「
娩
国」
に
か
か
る
と
す
る
（
こ
の
抽
象
的
な
行
為
が
「
辛
い」
と
い
う
感
情
を
引
き
出
し
四
国
に
か
か
る）。
沢
は
「
ず
っ
と
家
に
居
て
ど
こ
か
へ
出
か
け
る
と
い
う
の
は
辛
い
ー
お
っ
く
う
な
ー
も
の
だ、
か
ら
そ
の
辛
い
で
は
な
い
け
れ
ど
韓
国
の'.
 」
と
な
る。
こ
れ
に
よ
っ
て、
「
屈
り
屈
り
て」
以
下
「
八
皿
代」
ま
で
が、
二十H
の
背
恨
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
「
平
群
の
山」
を
引
き
出
し
て
く
る
が
詞
と
し
て
ま
と
ま
り
の
よ
い
も
の
と
な
る。
注(
11)
名
姉・・
大
嬢
（
万
袋
集
4
七
二
四）
汝
兄
…
意
祁
命
（
記
消
穴r)
゜
奈
弟・・
大
伴
杏
持
（
万
業
集
17
三
九
五
七）
汝
弟・
哀
祁
命
(01"
情
＊）
臥
文
表
記
「
汝
兄」
に
舒
目
す
れ
ば、
右
の
よ
う
に、
万
嵌
集、
古
事
記
と
も
に
表
記
ど
お
り
の
対
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
こ
の
こ
と
か
ら
当
而
の
「
名
兄
- 31 -
乃
れ」
も
兄
に
対
し
て
坪
ぴ
か
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る。
注(
12)
怨
嵯
説
を
支
持
す
る
尼
鮒
干
存
氏
に、
日
煩
の
「
い
と
こ
汝
行
の
村」
と
い
う
呼
ぴ
か
け
が、
IlH
さ
手
が
大
計
で
あ
る
こ
と
と
矛
府
す
る
と
い
う
問
凶
点
を
掲
げ
ら
れ
た
5
-
が
あ
る
（「
乞
仕
者
詠」
牧
ー
「
乞
穴
者
詠」
の
非
祝
甘
性
に
つ
い
て
ー」
同
志
社
大
学
困
文
学
会
院
北
部
会
研
究
会
報
S
団
・
10
.
7
サ）。
氏
は
「
い
と
こ
汝
背
の
社」
が
大
れ
に
呼
ぴ
か
け
る
甘
菜
と
は
ぢ
え
ら
れ
な
い
た
め
に、
う
た
い
手
が
圃
さ
手
を
ガ
ぐ
と
い
う
が
歌
の
条
件
に
雌
駈
す
る
と
い
う
の
で
あ
る。
荘
か
に
「
い
と
こ
汝
打
の
村」
は
大
れ
の
呼
称
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い。
そ
こ
で、、
本
柑
は、
当
面
の
歌
の
成
立
を
面
州
に
お
け
る
軋
と
製
の
大
村
に
対
す
る
充
仕
の
め
で
た
い
甘
狡
を
乞
穴
者
が
抹
ち
伝
え
た、
と
労
え
る。
そ
し
て、
な
お
か
つ、
「
い
と
こ
汝
行
の
社」
が
本
来
の
大
什
仔
歌
の
甘
絹
に
抵
触
し
な
い、
本
桜
の
提
111
し
た
肝
釈、
す
な
わ
ち
が
歌
の
泊
提
の
決
ま
り
文
句
で
あ
る
と
す
れ
ば
問
題
な
い
と
息
わ
れ
る。
注(
13)
「
い
と
こ
汝背
の
村」
を
独
立
し
た
句
と
と
り、
「
店
り
屈
り
て」
以
下
「
八
瓜
坐」
ま
で
を
「
平
群
の
山」
の
序
割
と
と
る
こ
と、
注(
10)
を
参
冊
さ
れ
た
い。
な
お、
そ
の
序
制
の
部
分
と
二
首
目
の
日
源
「
お
し
て
る
ゃ」
の
枕
開
が
対
応
す
る
こ
と
は、
「
茂
狐」
に
固
土
支
配
の
成
就
の
糾
い
を
こ
め
て、
山
湛
の
国
土
を一
打
ず
つ
に
成
し
た
と
少J
え
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る。
注(
14)
井
口
樹
生
氏
に
次
の
よ
う
ない日
が
あ
り、
示
唆
を
褐
た。
兄
弟
の
若
子
が
不
赤
な
述
命
を
背
白
っ
て
深
泊
す
る
叙
事
持
が
あ
り、
そ
れ
に
脱
の
芸
能
が
粕
ぴ
つ
い
た。
窟
ガ
ざ
の
祝
い
に
脱
を
涼
ず
る
芸
能
の
徒
が
来
訪
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
し
て
歴
敷
ぽ
め
を
す
る
こ
と、
そ
の
芸
能
者
は
二
王
と
何
ら
か
の
IJu
係
を
主
張
．
．
 
す
る
者
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
（「
脱
嗚
諄
の
111
来ー古
代・
鹿
の
文
学
と
芸
能ー」
『
金
田一
春
彦
閲
士
古
令
記
念
論
文
集」
が
三
巻
文
学
芸
能
論、
S
59
.
7
.
20)
 
井
口
氏
は
窓
＇叫
孜
を
う
た
う
芸
能
者
を
二
王
と
何
ら
か
の
関
係
を
主
張
す
る
も
の
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
が、
本
桜
は
片
山
に
面
宗
天
且
の
校
が
あ
る
こ
と
か
ら、
ま
さ
に
二
王
の
材
格
を
も
っ
て
究
和
歌
が
う
た
わ
れ
た
と
考
え
た。
注(
15)
Uli
と
緊
と
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が、
「
三
代
尖
鉗
j
の
泊
利
天
旦
の
元
庄
二
年
正
月
に
摂
津
の
国
の
製
の
付
と
陸
奥
の
国
の
脱
の
肪
と
を
御
伯
に
が
る
こ
と
を
倅
め
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら、
IAf
と
蟹
が
天
ft会
の
文
悦
と
し
て
本
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る。
両
者
に
共
通
す
る
点
は
と
も
に
再
生
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で、
脱
は
角
が
生
え
変
わ
る
し、
殻
は
脱
殻
作
m
を
も
っ
て
い
る。
薬
猟
が
大
れ
の
国
土
支
配、
ひ
い
て
は
天
且
a
の
新
た
な
付
序
な
ど
を
JuJ
し
て
い
る
も
の
な
ら
ば、
そ
の
点
で
軋
と
蟹
と
が
特
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
考
え
筍
る。
＾
附〉
以
上
本
税
の
什
子
は
昭
和
六
十
二
年
般
松
策
集
学
会
全
国
大
会
で
の
発
表
に
碁
づ
い
た
も
の
で
す。
な
お、
癸
表
の
席
上
で
罪
氏
の
代
重
な
潤
惹
見
を
閻
り
ま
し
た。
記
し
て
謝
双
を
表
し
ま
す。
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